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地球惑星科学関連学会２００５年合同大会報告・ロンドン便りその２「火星へ」

地球惑星科学関連学会に行って参りましたので、その様子をお知らせします。 Ms. Takataからのロンドン便
り第２弾は、ロンドンカレッジ大学で行われている高校生向けの教育プログラムの紹介です。

地球惑星科学関連学会合同大会に行ってきました
星空観察ネット事務局　　三澤　宇希子 

　 通信でもお知らせしていましたが、地球惑星科学関係では日本で一番大きな学会で、２００５年５月２２日
（日）から５月２６日（木）まで、幕張メッセで行われました。日曜日と月曜日の２日間にわたって行われた
地学教育関係のセッションを聞いてきましたので報告します。

　「地学教育」ということで、学校関係者が多いことを想定し、日曜日と月曜日の日程だったようですが、や
はり現場の先生方の参加は難しいようでした。日曜日は特別公開セッションということもあり小中高の先生方
も多かったようですが、月曜日には人数も減り、最後の総括の時には小中高の先生方は６名、そのうち出張扱
いで参加されている先生は２名で、現場の先生方にとって、このような学会に出席するのは簡単なことではな
いのだなと痛感しました。一方で、学会の内容は是非現場の先生に聞いて頂いて、議論して頂きたいことばか
りでしたので、もっと現場の先生方が参加しやすい会議になるよう、今後に期待したいところです。

　 セッションでは改訂間近の学習指導要領に地球科学関連学会としての地学教育の意義を反映させるべく、地
学離れを救うためにどのように学習指導要領に働きかけていくか、積極的な意見交換がなされていました。一
昨年「地学教育の昨日・今日・明日地球惑星科学は理科・地学離れを救えるか？」というセッションが開かれ
たのは高等学校における地学履修者の減少傾向を深刻に受け止めてのことだったようですが、今回の発表で
は、高等学校以前に、重要になってくるのは小・中学校における地学教育、教養としての地学教育であるとい
うのが主だったように思いました。ほとんどが地学を履修しない高校での教育を考えるより小中学校までが勝
負！ということでしょうか。一方で、将来的に小中学校で地学教育に携わるであろうと考えられる教育学部に
進む学生のほとんどが地学をとっておらず、小学校の先生においては理科さえもとっていないという現状も聞
きました。それでは小・中学校で効果的な地学教育を行うのは難しくなってしまいます。そこで、小学校の先
生になるような文系の学生に地学教育の生き残りをかけてはどうかという意見も出ました。しかし、現場の小
学校の先生からは教えづらい所というものに地学領域は出てこないということです。それだけ現在の学習指導
要領において地学領域が少ないのでしょうね。高校での地学履修者を増やすための対策については、センター
試験で地学と物理を同じ時間にしないようにするよう要望を出すということも聞きました。 

　学習指導要領の改訂に対する意見は小中学校のものに照準が合っていたようですが、SPP事業等、大学など
の最前線の科学機関と学校との共同の取り組みについてもいくつか報告があり、高校生・大学生に対する教育
での成果をあげているようでした。「高校生天体観測ネットワーク（Astro-HS）によるスプライト（雲-電離
層の放電現象）観測キャンペーン」では、高校生がマニュアルに基づいて機材をセッティングし、見事にスプ
ライト検出に成功したことが報告されました。自動観測によるものなので、ライブ感は損なわれないかなどの
疑問も出ましたが、実際はセッティングも一筋縄ではいかないので、成功したときの達成感、ワクワク感や発
見の喜びを味わってもらった手応えはしっかりあったようです。またJAXA宇宙科学研究本部による「高校生
向け体験プログラム‘君が作る宇宙ミッション’における自主性教育の実践」では、高校生が、自分たちの発
想した宇宙ミッションの実現に向けて、科学技術の現状を考え合わせて考察する体験学習の成果が報告され、
高校生のみならずサポートにあたった大学院生のT.A.にも教育的な意義があり、かなり成功しているようでし
た。



　 星空観察ネットの広場に近いものとして、岐阜大学の川上紳一先生の「ITを活用した自然観察実践を通じた
理科教材データベースの構築」には正直焦ってしまいました。掲示板が設けられており、メーリングリストに
小・中学校のアドレスを入れて現場の先生とインタラクティブにサイトが運営できているようだったからで
す。私たちのサイトも頑張らなくては！と思いました。同じく川上先生の「天体望遠鏡（スピカ）や人工衛星
観察を取り入れた小学４年「月と星」の授業実践とその評価」では、スピカによる観測・天体観察会・ウェブ
サイトでのサポートなどの教材を小学４年生で「月と星」の授業時に取り入れた学校と取り入れていない他の
学校とで、小４から６年まで継続してアンケートを実施し、比較することで教材の評価をしていましたが、教
材に確実に効果があることが示されていました。ただ、せっかくここで効果があっても、他のポスター発表
（「小学校から高等学校までを通した天文教育スタンダードの作成」（有本淳一氏））でも指摘があったよう
に、小学５年生から中学２年生まで全く天文領域について習う機会が無いという“空白の４年間”ですっかり
忘れてしまうという経過も話されていました。前回の１９号の通信で市川先生がご報告くださった調査結果の
考察でも小学校での中途半端な理解が後の混乱を招いてしまっていると指摘されていました。少しずつでも継
続して天文領域にふれる機会が必要なのだなと思いました。 

　以上、発表のすべては伝えきれず、内容のつかみにくい報告になってしまいましたが、具体的には以下のサ
イトで発表要旨がPDFで公表されていますので、ぜひご覧ください。 

　新しい地学の試み２ー学習指導要領を考える http://earth2005.jtbcom.co.jp/session/a082.htm

　地学教育 http://earth2005.jtbcom.co.jp/session/j035.htm 

　また、天文領域ではありませんが、地学教育関連に役立ちそうな発表が「キッチン地球科学」というセッ
ションでもありました。オーラル発表は大盛況で、残念ながら私は部屋にはいることさえできず、ポスターの
方を見ただけになってしまったのですが。。。 

　キッチンからみた地球・惑星 http://earth2005.jtbcom.co.jp/session/a111.htm 

　なお、地学教育の進むべき方向について、地学教育委員会では皆さんの多くの意見を集めたいと考えていま
す。委員会については以下のページをご参照ください。これまでの討論の総括についても公開しています。メ
ールでの意見もぜひお寄せください。 

　地学教育委員会 http://www.epsu.jp/jmoo/renrakukai/education_index.html 

 ロンドン便り 第２弾 

ロンドンカレッジ大学　高田淑子 

火星へ(destination to Mars)

　滞在先のロンドンカレッジ大学地球科学科で行われている高校生向けの教育プログラムを紹介します。 高校
生自らが惑星科学者となり惑星探査がもたらすデータを解析して惑星の歴史と表層環境を紐解くというシナリ
オです。 これは、惑星科学の一日サマープログラムの一環で、「宇宙に生命を求めて」、「隕石」、「マース
エクスプレスとビーグルIIの火星探査」 といった今ホットな話題の講義とともにともに、３時間程度のプロ
ジェクトとして組み込まれています。 昨年は２２人の参加者があり、今年は２年目,7月5日に行われます。実
際には、ポスドクや大学院生が仕切っています。

　まず、未来の惑星科学者に３つの円形地形の着陸地点を紹介します。それぞれ、火山（Reuyl）、干潟
(Apollinaris)、衝突クレーター(Gusev) ですが、最初は何の地形であるかは伝えません（図１）。 各着陸地点
の担当を決め、さらに、大気（物理、化学）、地形（画像解析）、岩石（地球化学、鉱物）の３つの研究担当
者を決めます。 各人が担当した各地域の各研究を深め、最後にそれぞれの結果を持ち寄り各地域の形成過程を
まとめます。各研究は以下の通りです。
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（１）大気グループ
１．着陸機が降下時に、高度100km以下の大気の温度、大気圧、密度（10km単位）を測定したという設定で
表を示し、それらをグラフ化する作業をします。各グラフには金星と地球のデータがすでに記入済みで、地球
や金星と火星の大気を比較し、表層環境の違いを理解します。
２．さらに、サンプルリターンによってもたらされた大気の組成比と金星や地球の大気の組成比を比較し、相
似点、相違点を議論し理由を検討します。
３．また、窒素と炭素の同位体組成比から、過去のCO2量を計算させ、過去の火星大気の環境を議論します。
（２）地形グループ
各地域の高解像度画像(1.5m/pix)、中解像度画像(100m/pix)、地形データを与え、地形の形状、表層の様子、
周囲への影響、地史について検討させます。衝突、浸食、堆積、物質移動の痕跡を見つけて、クレーターの数
から相対年代も割り出します。そして、これらの地形データから最適な着陸地点を議論させます。
（３）岩石グループ
１．リモートセンシング
着陸機搭載のＸ線分光装置で得られたとする各地域３種類の岩石の構成酸化物の重量比の表と着陸機が撮像し
た各岩石の写真から、岩石の違いや地質過程（堆積岩、火成岩等）を調べ、主要鉱物の化学組成比の表を参照
し各岩石の構成鉱物を推定します。
２．サンプルリターン
持ち帰った各地域５個の岩石片を質量分析装置で測定し放射性同位体元素比が得られたとします。
１．絶対年代（放射年代）の推定：87Rbは、48億年で約半分がβ崩壊して87Srに壊変することを利用し、
87Rb/86Sr、87Sr/86Srの量を表で示し絶対年代を求めクレーター数から得られた相対年代と比較します。
２．表層環境の推定：炭素は生物活動に同位体の13Cが取り込みにくいことを利用し、各地域の13C/12Cを示
し、地球の岩石、大気、生物、炭酸塩岩、隕石と比較、生物活動の有無等を考えます。
３．岩石観察：色、粒状、粒形を観察し、入っている鉱物を推定します。

図１　解析地形全域　左から、火山（Reuyl）、乾燥湖(Apollinaris)、衝突クレーター(Gusev)（NASA
提供）

小さなEarth Scientistのつどい～第３回小、中、高校生徒「地学研究」発表会 

　日本地質学会地学教育委員会では小・中・高校の地学（理科）クラブ、地学の授業における研究成果、活動
成果を発表する「地学研究」発表会に 参加する学校を募集しています。日時は２００５年９月１８日（日）、
京都大学の日本地質学会年会ポスター会場で実施されます。 日頃の成果を発表してみてはいかがでしょうか。
参加の意思のある学校は、７月２９日（金）までにFax またはE-mailでお申し込みください。 申込先などの
詳しい情報は以下のサイトをご覧ください。

　小さなEarth Scientistのつどい　　http://www.geosociety.jp/2005kyoto-HP/school.html

第４回君が作る宇宙ミッション 

　JAXA宇宙科学研究本部では、今年も「君が作る宇宙ミッション」の体験学習プログラムに参加する高校
生、あるいは相当年齢の方を募集しています。 ２００５年８月１日（月）～５日（金）の日程で、神奈川県相
模原市にある宇宙科学研究本部で実施されます。 交通費、宿泊費、保険料などを含んだ参加費は無料です。締
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切がせまっており、６月２０日（月）必着で必要書類を送らなければならないのですが、 興味のありそうな高
校生にお知らせしてみては。

君が作る宇宙ミッション募集要項等　　http://www.isas.jaxa.jp/kimission/index1.htm 

連絡先：宮教大インターネット天文台事務局　三澤宇希子（ mueit01@yahoo.co.jp ）
今までの活用事例を、星空観察ネットの広場（http://www.hosizora.miyakyo-u.ac.jp/)で紹
介しています。是非ご覧ください。
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